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深部地殻構造探査によって明らかになりつつある中部日本地殻構造

Progress in the understanding of the structure of the central Japan
prompted by recent deep seismic profilings
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中部日本は日本列島の中でも活断層が密集している地域の一つである。これらの活断層群の多く
は中期中新世における日本列島屈曲と伊豆弧衝突時に形成された構造を活用している（狩野, 2
002）。従って、中部日本のテクトニクスを研究するためには、西南日本の東方延長であった中
部日本の地殻構造が中期中新世にどのように改変され、現在どのような構造を有しているかを明
らかにするという基礎作業が必要である。このような見地から2008年から3年間計画で中部日本
深部地殻構造探査が行われている。その第１フェーズとして2008年9～10月に南―中央アルプス
横断反射法地震探査（本セッション：村田他によるポスター発表）が、第２フェーズとして200
9年9～10月に北美濃深部構造探査（S-SS015：駒田他によるポスター発表）が実施された．前者
は、山梨県の南アルプス市から南アルプスを越え伊那盆地を通り中央アルプスを越える直線距離
約70kmという長大測線である．標高差は南アルプスと伊那盆地で最大約1500mに達する．この
測線では外帯の四万十帯，秩父帯，三波川帯，内帯の領家帯，美濃帯を通り，その中で糸魚川―
静岡構造線，中央構造線，伊那谷断層帯といった構造線を横切っている．後者は、防災科学技術
研究所と大学グループが連携して、琵琶湖北方から北美濃の山岳地域を越え、郡上市西方に至る
直線距離約70kmという同じく長大測線である．標高差は約800ｍである。この測線は内帯美濃帯
中の柳ヶ瀬断層ならびに根尾谷断層を横切る。
 ２つの構造探査の中間的な処理結果、文部科学省のプロジェクト「大都市大震災軽減化特別プ
ロジェクト」「糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的な調査研究」や爆破地震動グループの
成果などから中部日本地殻構造の特徴が浮かび上がりつつある。現在までに明らかとなったその
輪郭は以下の諸点にまとめられよう。

I.中部日本南東部の外帯
１．外帯は屈曲によって大きく短縮し、広範囲にわたって逆転東傾斜の構造を形成している。そ
してその外帯底部は中期中新世に開始された伊豆弧側の沈み込みよって大きく構造的侵食を受
け、失われている。
２．中央構造線は屈曲・衝突開始時の大左横ずれ断層（赤石構造線、光明断層）によって切断さ
れたと考えるのが合理的である(狩野（2002）に対応)。従って北北東方向でほぼ鉛直の現在の中
央構造線は光明断層の北方延長と見なすべきである。



３．伊豆弧衝突以来、本州側に付加されたフィリピン海プレート上の伊豆弧物質は厚さ数10km
に及ぶ。
４．南アルプス東麓＝南部フォッサマグナ西縁の活断層群（下円井、市之瀬断層、櫛形断層な
ど）は伊豆弧衝突開始時の沈み込み帯から派生したものである。

II．中部日本南東部の内帯
１．西南日本同様、往復走時3～４秒、6秒、さらに8秒以深の地殻内では反射面卓越領域が広く
追跡できる。これらの領域は中国地方からほぼ水平に追跡できるが、琵琶湖周辺で2秒（約6
km）程度下方に湾曲している（池田（1992）に対応）。
２．北美濃では約10秒付近に反射面卓越領域の明瞭な下限があり、わずかに東傾斜している。こ
れはモホ面と思われる。さらにその2秒下にも認められる反射領域は、北西方向を軸とした緩い
背斜状構造を呈するフィリピン海プレート(PHS)上面(例えば、Nakajima and Hasegawa, 2007)と
対応する可能性がある。いずれにしてもPHSの上面は中部日本西～北西部で非常に浅く、PHSの
運動が直接もしくは直近で地殻下部の運動に影響を与えているとみなされる（(Sato et al., 2009)
と対応）.
３．日本列島屈曲時に形成されたと考えられている内帯美濃帯中のメガキンク(Kano et al.,1990)
の底面は3～4秒の反射面卓越領域であると思われる。ここに内帯を屈曲させたデタッチメントが
存在するのであろう。

 本講演においてはこれらの成果を踏まえ、沈み込むフィリピン海プレートと中部日本地殻の構
造的関係に留意しつつ中部日本のテクトニクスについても議論する。
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